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世

界

の

自

然

を

守

る

⑤

W

W

F

の

活

動

藤

原

英

司

ぺ

そ ル

の
一1

、

マ
ヌ
国
立
公
園

ペ
ル
ー
は
南
米

の
東
海
岸
を
縦
に
走

る
ア

ソ
デ

ス
山
脈

に
沿

っ
た
細
長
い
国
で
あ

る
。

こ
の
国

の
南

部

は
大
部
分
が
山
岳
地
帯

で
、
平
地
は
北
東
部

の
ブ
ラ
ジ
ル
や

コ
ロ
ン
ビ

ア
と
境
を
接
す
る
地
域

に
か

た
ま

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ

こ
も

ア
マ
ゾ

ソ
河

の
源
流

地
域

で
あ

る
た
め
、
高
温
多
湿

の
熱
帯
性

気

候

で
あ

る
。

ペ
ル
ー
は
国
土
面
積
が
日
本
の
三
倍

ち
か
く
あ
る
が
、
総
人

口
は
約

一
千
万
人
ぐ
ら
い
で

あ

る
た

め
、
自
然
環
境

の
破
壊

は
、
近
年

ま
で
、
そ
れ
ほ
ど
問
題

に
な
ら
な
か

っ
た
。

ペ
ル
ー
政
府

が

最
初

の
自
然
保
護
区

を
設
立
し
た

の
は

一
九
五
〇
年

で
、
そ
れ
も
国
連

の
調
査
団

の
勧
告
に
よ

っ
て
で

き
あ
が

っ
た

。
O
⊆
①<
⇔
α
。
一9。
ω
冨

魯
d
器
ω

ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
リ
ザ

ー
ブ
が
そ
れ
だ
が

こ
れ
は

一
九
六
五

年

に
テ
ィ

ン
ガ

・
マ
リ
ア
国
立
公
園

(
↓
言
oq
9。
ζ
9。
二
9
Z
⇔
亀
o
慧
一
℃
餌
鱒
)
と
改
称
さ
れ

て
今
日
に
い
た

っ
て
い
る
。
一
九
六

一
年

に
、
も
う
ひ
と

つ
新
し

い
国
立
公
園
が

で
き
た
(ω
§

〉
口
島
①
ω
α
。
O
暮
Φ
辱
o

Z
昌

o
ロ
巴

勺
鋤
鱒
)
。

こ
れ
ら

の
国
立
公
園
は
、

南
米
北
部
特
産
の
ア

ブ

ラ

ヨ

タ

カ

(
9
§

、ミ
ミ
恥

6ミ
奪
§
亀
ω
)

や
ク

マ
、

シ
カ
、

ピ

ュ
ー

マ
、
キ
ツ
ネ
の
類
を
保
護
す

る
目
的
で

つ
く
ら
れ
た
が
、

こ

れ
ら

は
二
つ
と
も
国
連

の
規
定
す
る
国
立
公
園
の
標
準

に
満
た
な
い
。
そ
れ
は
管

理
体
制
そ

の
他
が
不

備
な
た
め
で
、
国
立
公
園
で
あ
り
な
が
ら
個
人
の
所
有
地
が
多
か

っ
た
り
、
国
立
公
園
内

で
放
牧

や
人

間

の
居
住
が
野
放
図

に
お

こ
な
わ
れ
た
り
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

こ
れ
は
人

口
の
重
圧

に
よ
る
環
境

破
壊
が
あ
ま
り
顕
著

で
な

い
国
で
見
ら
れ
る
保
護
行
政

の
遅
れ
に
起
因
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
通
信
、
輸

送
、
交
通

の
著

し
い
発
達

は
、
世
界
中

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
、
大
規

模
な
自

然
破
壊

を
引
き
起

こ
す
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
過
疎
地
域

で
自
然
環
境
が

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
か
わ

か
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
近
代
装
備
を
し
た

一
群

の

ハ
ン
タ
ー
が
、
何

カ
月

か
、
金

に
あ
か
せ
、
各
種

の
機
動
力

を
用
い
て
狩

り
に
明
け
暮
れ
た
場
合

、
何
種
類
か
の
動
物
を

絶
滅

に
追

い
こ
む

こ
と
は
、
た
や
す
い

こ
と
で
あ

る
。
そ
し

て
地
球
上

の
過
疎

地
域

ほ
ど
、
そ
う

い
う

事
態
が
起

こ
る
可
能
性
が
強

い
。
現
地
人
の
認
識
不
足

に
加
え
て
、
そ

の
認
識

不
足

に
つ
け
こ
む
悪
質

な
文
明
人
が
、
あ
と
を
絶

た
な

い
か
ら
で
あ

る
。

南
米
は
古
来
、
珍
し
い
動
物

の
宝

庫
と
い
わ
れ
、
前
記

の
ア
ブ
ラ

ヨ
タ
カ
の
ほ
か
、
山
岳
地
帯

に
す
む

ラ
ク
ダ
科

の
小

さ
い
動
物
グ

ァ
ナ
コ

(
卜
亀
§
黛
偽
§

ミ

8
)
や
、
小
型

の
シ
カ
、
プ
ー
ズ
ー

(
、
ミ
§

㌧
ミ
§

)
、

ア
ザ

マ
ジ
カ

(
ミ
冒
窓
ミ
偽
墨
§
ミ
苛
貸
ミ
黛
)
、
ま
た
オ

ニ
テ

ン
ジ
ク
ネ
ズ

ミ
の
異
名

で
呼
ば
れ

る
カ
ピ

パ
ラ

(
魯

ミ
ミ
ミ
ミ
§

ミ

ミ

象
ぎ
ミ
§

)
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
く

ら
い
珍
奇
な
動
物

が
生
息

し

て
い
る
。

だ
が
、

こ
れ
ら

の
多
く

の
動
物
を
保
存

す
る
に
は
、
今

の
う
ち
に
で
き
る
だ

け
広

い
自
然
地
域
を
確

保

し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
東

ア

フ
リ
カ
の
野
獣
局

で
活
躍
し
た
グ
リ
ム
ウ

ッ
ド
少
佐
は
、

一

九
六
七
年

に
イ
ギ

リ
ス
の
海
外
開
発
省

(冨
凶三
鴇
蔓

o
断
O
<
o
お
8
ω

U
o
<
①
一8

§
〇
三
)
か
ら
派
遣
さ

れ
て
、

ペ
ル
ー

へ
で
か
け
た
。
そ
し
て
ク

ス
コ
か
ら
北
東

の
原
始
地
域

へ
わ

け
い
り
、
そ
こ
が

ア
ソ
デ

ス
高
原

の
三
千
七
百

メ
ー
ト
ル
地
帯

か
ら
低
地

の
熱
帯
降
雨
林
を
含
む
す
ば
ら

し
い
自
然
環
境

で
あ
る

こ
と
を
知

っ
た
。
そ
こ
は

マ
ド

レ

・
デ

・
デ

ィ
オ
ス
州

(
ζ
僧
島
。
α
o
u
δ
ω)

の
南
西
部

に
あ
た
り
、

ア

マ
ゾ

ン
河

の
源
流

の
ひ
と

つ
、

マ
ヌ
河

(
空
o
竃
き
O
)
が
流

れ
て
い
た
。

彼

は
ペ
ル
ー
に
押
し
寄

せ
つ
つ
あ
る
商
業

ベ
ー

ス
の
交

明
化
が
予
想
外
に
早

い
こ
と
を
知
り
、
現

に
か
な
り
奥
地

で
も
原
生
林
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が
伐
採
さ
れ

つ
つ
あ

る
こ
と
を
知

っ
て
、

こ
の
マ
ヌ
河
の
周
辺
地
域
百
四
十
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
自
然
保

護
地
に
す
べ
き
だ
と
考

え
た
。
彼

の
そ

の
意

見
は
、
海
外
開
発
省
を
通
じ
て
ペ
ル
ー
政
府

に
、
同
年
五

月

、
勧
告
さ
れ
た
。

ペ
ル
ー
に
は
自
然
環
境

を
保
全
す
る
た

め
に
、

一
九
六
三
年
七
月
十

一
日

に
制
定

さ
れ
た
法
令

一
四
五
五
二
号

(ぎ

oq
筥

U
oo
希
o
犀
q
鴇
)
と
呼
ば
れ
る
法
律
が
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
農

耕

に
適
さ
な

い
土
地
を
国
立
公
園

に
す
る
権

限
を
森
林
局

(
句
o
お
曾

匂。
興
≦
8
1
ω
臼
≦
。
ざ

哨
o
桟窃
什9

0
鶴
餌
)
に
対

し
て
認

め
た
も

の
で
あ

る
。

ペ
ル
ー
政
府

で
は
、
さ

っ
そ
く

こ
の
法
律

に
の

っ
と

っ
て
、

マ
ヌ
河
流
域

の
国

立
公
園
化
を
検
討

し
は
じ
め
た
。

㌦

、

宝ゾ4

却
ラ

塾

/

ア

ラ

γ

〃

一マヌ矯 「

畑 雌 薗

薫
銭∵(勉

太 轡 。ケスコ
_○

ホ ・・八のン〈9・カ"レラス

リヒ"

ア

チ

イ

グ
ァ

コb'

'ΨT

洋

ア
魯

・
チ

ン

い

っ
ぽ
う
グ
リ
ム
ウ

ッ
ド
小

佐
は
、

こ
の
問
題

を
W
W
F
に

持

ち
こ
ん
だ
。
W
W
F
で
は
か

ね
て
か
ら
南
米
に
お
け
る
自
然

保
護
活
動

の
必
要
性
を
認
め

て

い
た
。

ペ
ル
ー
で
W
W
F
支
部

設
立

の
動
き
が

で
た

の
は

一
九

七
〇
年

に
は
い

っ
て
か
ら
で
、

当
時
ペ

ル
ー
に
は
、

W
W
F
の

出
先
機
関

に
類
す
る
も
の
は
な

か

っ
た
。

し
か
し

W
W
F
本
部

で
は
、

マ
ヌ
河
計
画
を
と
り
あ

げ

(計
画
第
三

一
九
号
)
、

九
、

二
四
〇
米
ド

ル
の
予
算

を
可
決

し
た
。

こ
れ

は

一
九
六
八
年

か

ら
六
九
年

に
わ
た
る
、
二
年
間

に
払

い
だ
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ

た
。ペ

ル
ー
政
府

は

マ
ヌ
河
地
域

を
国
立
公
園
化
す
る
作
業
を
す

す
め
、

一
九
六
八
年

三
月

に
、

マ
ヌ
河
流
域
百
四
十
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
自
然
保
護
区
と
す
る
特
別
布
告

(ω
ロ
冒
oヨ
o
U
8
お
①
O
O
守
O
。。

-
〉
宇

じσ
)
を
公
布

し
た
。
同
時

に
、

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
人
件
費
、
調
査
費
な
ど
と
し
て
、

ペ
ル
ー
政
府
は
四
、
七
五
〇
米
ド

ル
を
支
出

し
た
。

W
W
F
で
も
、
前
年
に
決
定
し
た
援
助
計
画
ご
二

九
号
に
基

い
て
、
七
、
〇
二
〇
米
ド

ル

(
二
、
九

二
八
英
ポ

ン
ド
ー

約

二
三
五
万
円

(
八
〇
二
円
換

算
)
)
を

ペ
ル
ー
政
府

に
渡

し
、

八
月
か
ら
各
種
機
材

の
購

入
や
現
地
で
の
監
視
所

の
建

設
が
始
ま

っ

た
。W

W
F
の
援
助

で
購
入
さ
れ
た
の
は
、

一
ト
ン
半

の
木
製
貨
物
用
ボ

ー
ト
ニ
艘
と
、
五
十

五
馬
力
船

外

モ
ー
タ
ー

一
基

、
同
十

八
馬
力

一
基

、
お
よ
び
、
建
築

用
木
材

一
式
だ

っ
た
。
監
視
所
は

パ
ナ
ワ
河

(
空
o
℃
9
口
⇔
げ
§

)
と

マ
ヌ
河

の
合
流
点

と
、
保
護
区

へ
の
入

口
の
と
こ
ろ
に
、
ひ
と

つ
ず

つ
作
ら
れ

た
。

こ
れ
は
ク

ロ
カ
イ

マ
ン
(
さ

N§
。恥
§
瀞
§
》

蒔
ミ
)
と
呼
ば
れ

る
体
長

四

・
五

メ
ー
ト
ル
の
大

ワ

ニ
と
、
オ
オ
カ
ワ
ウ
ソ

(
㌧
、ミ
§
ミ

皆

ミ
塁
ミ
§
駐

)

の
監
視
を
強
化
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
動
物

の
生
息
地
に
近

い
と

こ
ろ
を
え
ら
ん
だ

の
で
あ

る
。

監
視
所

の
工
事

は
八
月

か
ら
十
月
ま
で
か
か

っ
た
が
、
十
月

に
F
A
O

(
国
連
食
糧
農
業
機
関
)

の

野
生
生
物
管

理
官

ポ
ー

ル

・
ピ

エ
レ

ッ
ト

(]℃
餌
¢
一
く
●
勺
一①
層『
O
け)
が
現
地
を
訪
れ
た
。
彼

は
監
視
所
の

進
行
状
況
や
保
護
区

を

つ
ぶ
さ
に
視
察

し
、

こ
の
保

護
区

を
い
く

つ
か

の
区

分
に
分
割

し
、
そ

こ
を
監

視
員

の
グ

ル
ー
プ
で
管

理
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

ペ
ル
ー
政
府

で
は
山
林
官

一
名
と
監
視
員

六
名
の

人
件
費
を
負

担
し
、
さ
ら

に
燃
料

や
補
修
費
も
政
府

も
ち
に
し
て
、
保
護
区

の
管

理
体
制

を
整
え
た
。

い

っ
ぽ
う
F
A
O
か
ら

は
ポ

ー
ル

・
ピ

エ
レ
ッ
ト
に
引

き

つ
づ

い
て
野
生
生
物
管
理
官

の
ル
ド

ル
フ

・

ホ

フ
マ
ソ
博

士

(閑
&

o
開

=
o
h日
き

)
が
現
地

へ
出

か
け
て
指
導

に
あ
た
り
、
監
視
員

の
宿
舎
が
建
設

さ
れ
る
と
と
も
に
、

一
九
六
九
年

の
生
物
生
態
調
査
計
画
が

た
て
ら
れ
た
。
そ

の
計
画
に
は
、

マ
ザ

マ

ジ
カ
や
カ
ピ
バ
ラ
、

カ
イ

マ
ソ
な
ど
の
動
物
調
査

の
ほ
か
、
湖

沼
、
河
川
、
土
壌
、
植
物

な
ど
の
総
合

的
な
生
態
系

の
調
査
が
含
ま
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
六
九
年

に
は
、

こ
の
保
護
区

に
、
さ
ら
に
い
く

つ
か
の
新
し

い
進
展
が
見
ら
れ

た
。

こ
の
年

、

マ
ヌ
保
護
区

は
国
立
公
園

に
昇
格

し
、

W
W
F
か
ら
は
計
画
番
号
三

一
九
号

の
も
と
に
、
さ
ら
に

一
、

〇

一
四
英
ポ

ン
ド

(
約

八

一
万
円
)
が
支
出
さ
れ
た
。

W
W
F
で
は
三

一
九
号

に
つ
づ

い
て
、
援
助
計

画
五
六
四
号
を
立
案

し
、
追
加
援
助

一
、
四
七
三
英
ポ

ン
ド

(
約

=

八
万
円
)

の
支
出

を
決
定
し
て

い
た
。
そ

し
て
こ
の
援
助
資
金
も
、

一
九
六
九
年

に
支
払

わ
れ

た
。

現
地
に
は
ひ
き

つ
づ
き

F
A
O
か
ら
指
導

員
が
は

い
っ
て
、
各
種

の
調
査
、
指
導

、
建

設
が

お
こ
な
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わ
れ

て
い
た
が
、
な
ん
と
い

っ
て
も
、

一
番

の
悩
み
は
国
立
公
園

の
管

理
を
順
調
に
す
す
め
る
監
視
員

の
不
足

だ

っ
た
。
自
然
を
適
切
に
保

護
管
理
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
知
識

を
身
に

つ
け
た
係
員
が

必
要

で
あ

る
。
た
だ

そ

の
へ
ん
に
い
る
手

の
あ

い
て
い
る
人
間
を
連
れ
て
き
て
、
給
料

を
与
え
て
お
け
ば

い

い
と

い
う
も

の
で
は
な
い
。

そ

こ
で

ペ
ル
ー
政
府

で
は
、
W

W
F

の
援
助
資

金
に
よ

っ
て
、

マ
ヌ
国
立
公
園

の
監
視
員
を
本
格
的

に
養

成
す
る

こ
と
に
し
た
。
監
視
員
養

成
教
育

は
、
公
園

の
南
東

の
隅

に
あ

る
パ
ナ
ワ
監
視
所

で
、
実

地

に
集

中
教
育

を
お
こ
な
う

こ
と
に
な
り
、

一
九
七
〇
年

一
月
五
日
か
ら

二
月

二
十

八
日
に
か
け

て
お

こ
な
わ
れ
た
。
生
徒

は
、
若
者

の
志
願
者

の
う
ち
か
ら
十
人
を
厳
選

し
た
。

か
れ
ら

は
、
初
等
教
育
と

基
本
的

な
軍
事
教
練
を
受
け
お
わ

っ
た
者

た
ち

で
、
人
里
離
れ
た
森
林

地
帯

で
、
孤
独
と
肉
体
労
働

に

耐

え
う

る
こ
と
を
条
件
に
え
ら
ば
れ
た
。
教
育

に
あ
た

っ
た
人
び
と
は
、
ペ
ル
ー
政
府

の
国
立
公
園
局

や
森
林
局

の
指
導
者
、
お
よ
び
F
A
O
の
専
門
家
が
参
加
し
て
構
成
さ
れ
た
。
教
課
は
、
自
然
保
護
理

論

、
地

理
学
、
動
物
学
、

植
物
学
、

野
生
生
物
管
理
学
、

野
外
実
習
、

監
視
員
と
し
て
の
責
任
の
問

題

、
地
図

の
作
成
、
事
務
書
類

の
作
成

と
処
理
、
国
内
各
地

の
国
立
公
園
や
自

然
保
護
区

に
つ
い
て
の

学
習

な
ど
、
多
岐

に
わ
た

っ
た
。

こ
の
時

の
集
中
教
育

で
実
施
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ

ム
は
、
教
室

で
の
学

習

一
四
四
時
間

、
野
外
実
習
九
五
時
間

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
最
終
試
験
に
、
十

人
中

九
人
が
合
格

し
、

ペ
ル
ー
政
府

と
W
W
F
の
双
方

か
ら
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
、
か
れ
ら
は

一
九
七
〇
年
三
月

一
日
か
ら

レ
イ

ソ
ジ

ャ
ー
と
し
て
任
務

に
つ
い
た
。

W
W
F

の
援
助
資
金
は
、
こ
の
集
中
教
育

の
教
師
及
び
生
徒

の
旅
費

や
キ

ャ
ソ
プ
用
具
、
教
材
、
自
動
車
等

の
燃
料
費
と
し
て
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
監
視
所

の
追
加

建
設
と
そ

の
資
材
、
運
搬
用
ボ

ー
ト
や

カ
ヌ
ー
、
ボ
ー
ト
用

モ
ー
タ
ー
な
ど

の
購
入

に
も
あ
て
ら
れ
た
。

マ
ヌ
国
立
公
園
は
最
初

に
あ
げ
た
二

つ
の
国
立
公
園
に
く
ら
べ
る
と
か
な
り
大
き

い
。
す
な
わ
ち
、

マ
ヌ
は
百
四
十
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
が
、
他

の
二
つ
は
千
五
百

ヘ
ク
タ
ー
ル

(
↓
ぢ
αq
餌
竃
費
冨

Z
・

"
)
と

二
千
五
百

ヘ
ク
タ
ー
ル

(
QO
鋤
口
kP
づ
α
「①
ω
α
⑦
O
¢
齢①
憎く
O
ツ
剣●
勺
●)
で
あ

る
。

マ
ヌ
は
今

や
南
米

大
陸
き

っ
て

の
本
格
的
な
国
立
公
園
群

の
ひ
と

つ
と
し
て
、
り

っ
ぱ
に
機
能
を

は
た
し
は
じ
め
た

の
で

あ
る
。

そ

の

二
、

ビ

ク

ナ

ク

ス

コ
の
町

か
ら

西
南

へ
斜

に

三

百

キ

ロ
ほ

ど
く

だ

っ
た

と

こ
ろ

に

、

パ

ン

パ

・
ガ

レ
ラ

ス
国

立

ビ

ク

ー

ナ
保

護

区

(
勺
⇔
ヨ
冒
Ω。
○
巴
Φ
冨
ω
Z
凶
一凶o
慈

一
≦

。§

餌

幻
⑦
ωo
宅
①
)

が
あ

る
。

パ

ン
パ

・
ガ

レ
ラ

ス

ビク ーナ(パ ンパ ・ガ レラ ス保 護 区)

橿 影W.L.:Franklin&A.Stokes

と
い
う

の
は
、
そ

の
あ
た

り
の
地
域
の
名
称

で
、

ペ

ル

ー

の

ア

ヤ

ク

チ

ョ

(
〉
巻
2
6ゴ
o
)

州

ル
カ
ナ

ス

(ピ
ロ
8
ロ
拶
ω)

郡
に
あ

る
。
ビ
ク
ー
ナ
と

い
う
の

は
動
物

の
名
で
、
学
名

を

ミ
ミ
h
§
亀
ミ
馬鳶

§
亀

と

い
う
ラ
ク
ダ

の

一
種

で
あ

る
。

ラ
ク
ダ
と
い
え
ば
、

た
い
て
い
の
人
が

ア
ラ
ビ

ア
の
砂
漠
に
い
る
背
中

に

こ
ぶ
の
つ
い
た
大
き
な
動

物
を
思
い
浮

か
べ
る

こ
と

だ

ろ
う
。
だ
が
、
南
米

に

は
、
そ
の
よ
う
な
ラ
ク
ダ

と
は
ま

っ
た
く
異

っ
た
感

じ

の
四
種

の
ラ
ク
ダ
科

の

動
物
が

い
る
。
南
米

の
イ

ン
デ
ィ
オ
と
同
じ
く
ら

い

有
四名
な
、
ラ

マ
・や
ア
ル
ペ

ヵ
、
そ
れ

に
ち

ょ
っ
と
な
じ

み
の
薄

い
グ

ァ
ナ

コ
、
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
あ
ま
り
聞

い
た

こ
と

の
な

い
ビ

ク
ー
ナ
で
あ

る
。
ビ

ク
ー
ナ
は
和
名
表
記
の
際

、
ビ
キ

ュ
ー
ナ
、
あ

る
い
は
ビ
ク

ニ
ア
と
書

か
れ
る

こ
と
も
あ

る
。

こ
れ
ら
四
種

の
動
物
は
、
い
ず
れ
も
体
高
が

一
メ
ー
ト
ル
前
後

で
、

ア
ジ

ア
産

の
ラ
ク
ダ

に
く
ら

べ
る
と
、

じ

つ
に
小
さ

い
。
そ

し
て
い
ず
れ
も
背
中

に
こ
ぶ
が
な
い
。

見

た
と
こ

ろ
、
首

の
長

い
羊
と
い
う
感

じ
の
す

る
動
物
で
あ

る
。
ビ

ク
ー
ナ
は
、
こ
の
四
種

の
う
ち
で
も

一
番
小

さ
く
、
体
高

は
八
十

セ
ン
チ
前
後

し
か
な

い
。
胸

に
四
十

セ
ソ
チ
か
ら
六
十

セ
ソ
チ
の
長
い
毛

の
房
を

生
や
し
て
い
て
、
じ

つ
に
優

し
い
顔

つ
き
を
し
て
い
る
。
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ア
ル
パ
カ
と

い
う
と
高
級
織
物
を
思
い
だ

す
人
が

い
る
と
思
う
が
、
ビ

ク
ー
ナ
の
毛

も
、
い
わ
ゆ
る

〃
羊
毛
類
"

の
う
ち

で
は
最
高
級
品
と
さ
れ

、
欧
米

で
は
早
く
か
ら
珍
重
さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年

に
お

け
る
ビ
ク
ー
ナ
織
物

は
、
卸
売

り
で

一
メ
ー
ト

ル
当

た
り
六
十
英
ポ

ソ
ド

(
約
五
万
円
)
と
い
わ
れ
、

天
然
繊
維

の
う

ち
で
は
非
常

に
高
価
な
部
類
に
は

い
る
。

ビ
ク
ー
ナ
の
毛
が
そ

の
よ
う

に
良
質

な
わ
け

は
、
か
れ

ら
が

ア

ソ
デ

ス
山
中

の
標
高
三
千
五
百

メ
ー
ト

ル
か
ら
五
千
七
百

メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
生
息

す
る
た
め
で
、
ア
ル

パ
カ
と
同
様
、
寒
冷
な
気
候
が
主
な
原
因

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

ビ

ク
ー
ナ
は
南
米

の
ペ
ル
ー
か
ら
ボ
リ
ビ

ア
、

ア
ル
ゼ

ソ
チ

ン
、

チ
リ
に
か
け
て
の
ア

ン
デ

ス
山
中

に
分
布

し
、

一
九
五
七
年

に

コ
フ
ォ
ー
ド

(
宍
o
ho
a
)
が
見
積

っ
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば

、
南
米
全
域
に

約
四
十
万
頭

の
ビ

ク
ー
ナ
が
生
息
し
、
そ
の
う

ち
二
五
万
頭
が
ペ

ル
ー
に
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ

の
後

十
五
年

間
に
ペ
ル
ー
の
ビ

ク
ー
ナ
は

一
万
五
千
頭
に
激
減
し
た
。
ボ
リ
ビ

ア
で
の
減
少

は

一
層
激
し
く
、

一
九

六
五
年

か
ら
六
六
年

の
間

に
、
わ
ず

か
千
頭
以
下
に
落

ち
こ
ん
だ
。

ビ

ク
ー
ナ
の
あ
ま
り

に
ひ
ど
い
減
り
か
た
を
憂
慮

し
た
ペ
ル
ー
政
府

は
、
海
抜
四
千

メ
ー
ト
ル
の
ガ

レ
ラ

ス
草
原

に
、
六
万
五
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
立
ビ

ク
ー

ナ
保
護
区
を
作

っ
た
。

一
九

六
六
年

の
こ
と

セ

ン

サ

ス

で
あ

る
。
翌

一
九

六
七
年

の
頭
数

調
査

に
ょ
る
と
、

こ
の
保
護
区
内

の
ビ
ク
ー
ナ
の
数

は
八

一
四
頭
で

あ

っ
た
。
む

ろ
ん
こ
れ
が
生
き
残

っ
た
ビ

ク
ー
ナ
の
す

べ
て
で
は
な
く
、
ペ
ル
ー
国
内

に
は
、
ほ
か
に

も
残
存

し
て
い
た
が

、
と
に
か
く
そ
の
減

り
か
た

は
、
す
さ
ま
じ
い
も

の
が
あ

っ
た
。

ビ
ク
ー
ナ
が

こ
れ

ほ
ど
ひ
ど

い
減

り
か
た
を
し
た

の
は
、
む
ろ
ん
こ
こ
十
数
年

の
こ
と
で
あ

る
が
、

昔

は
い

っ
た
い
ど
ん
な
状
態
だ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

こ
こ
で
、
参
考

の
た

め
、
十

三
世
紀
ご
ろ
の
ペ
ル

ー
の
状
態
-

特

に
ア
ン
デ

ス
の
高
地
地
帯

の
よ
う
す
を

み
て
み
よ
う
。
国
立
ビ

ク
ー
ナ
保
護
区
が

ク

ス

コ
か
ら
三
百

キ

ロ
た
ら
ず

の
と
こ
ろ
に
あ

る

こ
と
は
、
先

に
書

い
た
。

こ
の
ク

ス
コ
は
古
代
イ

ソ
カ

帝
国

の
首

都
で
、
標
高
三
千
四
百
九
十

メ
ー
ト
ル
の
高

原
に
あ

る
。

つ
ま
り
、

ビ
ク
ー
ナ
の
生
息
領
域

と

一
致

す
る
。
そ
し

て
古
代
イ

ン
カ
の
人
び
と
が
、
や
は
り
ビ
ク
ー
ナ
を
狩

っ
た

こ
と
が
記
録

に
残

っ

て
い
る
。
だ

が
そ

の
狩

り
は
近
世
の
人
間
が
や

っ
た
狩
り
と
ち
が

っ
て
、
ビ
ク
ー

ナ
を
根
絶
や

し
に
し

な

い
よ
う
、

適
切
な
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
た

こ
と
が
、
注
目
に
価
す

る
。

当

時

の
王
族

の
巻
狩

り
は

畠

0
8

と
呼
ば
れ
た
が
、

こ
の
狩

り
に
は

二
万
人

か
ら
三
万
人
の
人
員
が
動
員
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
周

囲
百

キ

ロ
ほ
ど
に
お
よ
ぶ
広
大
な
地
域

を
包
囲

し
、

そ
の
範
囲
内
に
い
る
野
獣

を
、
し
だ

い
に
中
心
地

へ
追

い
集

め
た
。

そ
し
て
最
後

に
、
棍
棒

や
槍

で
、
逃
げ
ま
ど
う
野
獣
を
殺
し
た
。
だ

が
、
ビ

ク
ー
ナ

だ

け
は
殺

さ
ず

に
生
け
捕

り
、
体

の
毛
を
刈

り
と

っ
て
か
ら
放
し
た
の
で
あ

る
。
し

か
も

こ
の
巻
狩

り

は
、

三
年

か
五
年

に

一
度

お
こ
な
わ
れ
る
だ

け
だ

っ
た

の
で
、
そ

の
間

に
野
獣
は

ふ
た
た
び

ふ
え
、

ビ

ク
ー
ナ
の
毛

も
生
え
揃

っ
た
。

だ

が
、
こ
う
し
た
や
り
か
た

は
、

一
五
三

二
年

に

ス
ペ
イ

ン
人

が
侵

入
し
て
イ
ソ
カ
帝
国
が
滅
び
る

と
同
時
に
崩
壊

し
て
し
ま

っ
た
。

ス
ペ
イ

ソ
人
は
、
む
や
み
に
ビ

ク
ー
ナ
を
殺
し
、
以
来
、
今
日
に
い

た

る
ま

で
、
ビ

ク
ー
ナ
を

は
じ
め
、
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
動
物

の
殺
識
が
連
綿
と

つ
づ

い
て
き

て
い
る
の

で
あ

る
。

し
か
し
、
ビ

ク
ー
ナ
に
対
し
て
、
ま

っ
た
く
保
護

の
手
が
う

た
れ
な

か

っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
い
。

一
八
二

一
年

に
南
米
解
放

の
指
導

者

サ
ン

・
マ
ル
テ

ィ
ン

(ω
9ρ
口

竃
餌
「陣凶口
)

に
よ
り
ペ
ル

ー
の
独
立
宣

言
が
お

こ
な
わ
れ
た
あ
と
、

一
八
二
四
年

に

シ
モ
ソ

・
ボ

リ
バ

ー
ル
(
ω
凶ヨ
O
口
し口
O
一凶く
僧
『)

の
義
勇
軍
が
完
全

に
ス
ペ
イ

ソ
軍
を
撃
退

し
て
、
名
実
と
も
に
独
立
を
達
成

し
た
。
そ
し
て
こ
の
ボ
リ

バ

ー
ル
が
、
翌

一
八

二
五
年

に
、
ビ

ク
ー
ナ
の
保
護
法
を
制
定

し
た
。
そ

の
後

一
世
紀
を
経

て
、
そ
の

法
律

は
強
化
さ
れ
、
ビ

ク
ー
ナ
の
狩
猟
を
禁
じ

る
と
と
も
に
、
ピ

ク
ー
ナ
の
毛
や
毛
皮

を
使

っ
た
あ
ら

ゆ
る
商
業
行
為

を
禁
止
し
、
生
き

て
い
る
ビ
ク
ー
ナ
の
輸
出
も
禁
止
し
た
。
だ
が
、
ビ

ク
ー
ナ
の
密
猟

は
や
ま
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
ア

メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ

ス
が
ビ

ク
ー
ナ
の
毛
を
競

っ
て
輸
入
し
た

か
ら

で
、
あ
る
イ
ギ
リ

ス
の
毛
織

会
社

は
、

一
社
だ
け
で
、
年
間

に
ニ
ト

ソ
か
ら
三
ト

ン
の
ビ
ク
ー
ナ

の
毛
を
輸
入
し
た
。

こ
れ

は
ビ

ク
ー
ナ
約

四
千
頭

分
に
相
当

す
る
毛

の
量

で
、
そ
れ
だ
け

の
ビ
ク
ー
ナ

が
現
地
で
殺
さ
れ

て
い
た

こ
と
を
意
味
す

る
。

ペ

ル
ー
で
の
厳
し

い
法
律

は
、

ア
ル
ゼ

ソ
チ

ン
や
ボ
リ
ビ

ア
で
も
採
用
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
強
い

強
制
力
を
発
揮
で
き
な
か

っ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
輸

入
し
た
ビ
ク
ー
ナ
の
毛
や
毛
皮

を
原
料
と
す
る
場
合

の
製
品
生
産

を
法
的

に
認

め
た

の
で
、

こ
れ
が

か
え

っ
て
近
隣
諸
国
で
の
ビ
ク
ー

ナ
の
密
猟
を
激
化
し
た
。
ひ
そ
か
に
殺
さ
れ
た
ビ
ク
ー
ナ
の
毛

や
毛
皮

は
、
国
境
を
越
え
て
ボ
リ
ビ

ア

に
持

ち
こ
ま
れ
、
そ

こ
で
製
品
化
さ
れ
、

つ
い
で
堂

々
と
欧
米
諸

国

へ
輸
出
さ
れ
た
。
野
生
生
物

の
保

護
が
、

一
国
だ
け

の
問
題

に
と
ど
ま
ら

ぬ
こ
と
は
、

こ
の
ビ

ク
ー
ナ
の
例

を
見

て
も
、

じ
つ
に
は

っ
き

り
と
わ
か
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
ビ
ク
ー
ナ
の

コ
ー
ト

一
枚
が
八
百
ド

ル

(約

三
十
万
円
)
で
取
り
引
き

さ
れ
、
毛
皮
業
者

は
先
を
争

っ
て
ビ
ク
ー

ナ
の
毛
皮
を
求

め
た
。

ビ

ク
ー
ナ
の
毛
が
良
質
で
高
価
だ

と
な
る
と
、

誰
で
も
思

い
つ
く

の
が
、
人
工
増
殖
で
あ

る
。

だ

が
、
ビ

ク
ー
ナ
は
古
来
、
人
工
的

に
ふ
や
す

こ
と
が
で
き

な
い
獣

と
さ
れ

て
い
る
。
以
前
、

ア
ル
パ
カ

は
ビ

ク
ー
ナ
を
飼

い
な
ら
し
た
も

の
と
考

え
ら
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
今

日
で
は

こ
れ
ら

は
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も

と
も
と
別
種

の
も

の
と
考

え
ら
れ

て
い
る
。
ど
う
い
う
わ
け

か
、
ビ

ク
ー
ナ
は
、
人
手

に
飼

わ
れ
る

と
生
殖
力

を
失

っ
て
し
ま
い
、
全
滅

し
た
。
だ
が
、
成
功
し
た
人
が
ま

っ
た
く
な

い
わ
け
で
は
な
い
。

最
近

で
は
、

プ

ノ

(
℃
§
o
)
州

の
ア
ザ

ソ
ガ

ロ

(
〉
畠
ロ
σq
碧
o
)
郡

に
す
む

フ
ラ

ソ
シ

ス
コ

.
パ
レ
デ

ス

(津

9。
5
9
ωo
o
勺
曾
①
α
①
ω)
が
、

ビ

ク
ー
ナ
の
増

殖
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
十
頭
を
広
大
な
半
野

性

状
態

の
囲
い
に
い
れ
て
十

八
年
間

ね
ば

り
、
や

っ
と
最
初

の
子
を
産
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

た
だ

け
だ

っ
た
。

こ
れ
で
は
、
と
て
も
商
業
的
採
算

は
と
れ
な

い
と
い
う

ほ
か
な

い
。
要
す

る
に
ビ

ク
ー
ナ
は
、

俗

に
い
う

〃
難
獣
"
と

い
う

こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

ビク ーナ の 生 態 観 察(パ ンパ ・ガ レラ ス保 護 区)
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さ

て
、
W
W
F
で
は
、

マ
ヌ
国
立
公
園

へ
の
て
こ

入
れ
を
お
え
た
あ

と
、

ペ

ル
ー
で
の
保
護
援
助

に

つ

い
て
、

こ
の
ビ

ク
ー

ナ
の

救
援

に
の
り
だ

す

こ
と
に

し
た
。
あ
る
動
物
を
本
格

的
に
保
護
し

よ
う
と
思
う

な
ら
、

ど
う
し

て
も
最
低

二
つ
の
こ
と
は
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
ひ
と

つ

は
保
護
区

の
確
保
で
、

こ

れ
が
基
本

で
あ
り
、

つ
ぎ

に
保
護

す
る
動
物

の
生
態

調
査

で
あ

る
。
ビ

ク
ー
ナ

の
場
合
、
保
護
区

は
す
で

に
確
保

さ
れ

て
い
た
。
従

っ
て
W
W
F
で
は
、
第

二

の
課
題
ー

生
態
調
査
に

の
り
だ
す

こ
と
に
な

り
、

一
九
七
〇
年
、
計
画
番
号

六
二
四
号

の
も
と
に
、

三
、

○
八
三
英
ポ

ソ
ド

(
約

二
四
七
万
円
)
を
支
出
し
、

ユ
タ
州
立
大
学
の
ウ

ィ
リ
ア
ム

・
フ
ラ

ン
ク
リ

ソ

(
<
『一一鼠
鋤
日

H
、・
腎
図Q
昌
犀
露
口
)

に

パ
ン
パ

・
ガ

レ
ラ

ス
に
お
け
る
ビ
ク
ー

ナ
の
生
態
調
査

を
依
頼

し
た
。

フ
ラ

ソ
ク
リ

ソ
の
調
査
は
、
当

面
五
点

に
絞
ら
れ

た
。
保
護
区

で
の
頭

数
調
査
と
ビ

ク
ー
ナ
の
食
性
、
縄
ば
り
、

お
よ
び

か
れ
ら

の
社
会
組
織
、
そ
し
て
ビ

ク
!
ナ
の
特
異
な

習
性

と
い
わ
れ
る
排
便
…機
能

(
た
め
糞

)
の
解
明
だ

っ
た
。

頭
数
は

一
九
七
〇
年

に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
厳
正
保
護
区
内

で
千
七
十
九
頭
を
数
え
、
周
辺

の
関
連

地
域
を
含
め
る
と
四
千
五
百
頭
を
ち

ょ
っ
と
越
え

る
数
字
が
確

認
さ
れ
た
。

フ
ラ
ソ
ク
リ

ソ
は
そ

の
他

の
四
点
!

食
性
、
縄
ば
り
、

グ
ル
ー
プ
関
係
、

排
便
習
性

に
つ
い
て

も
、
注
目
す

べ
き
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
ま
だ
そ
れ
ら

の
生
態
が
じ

ゅ
う
ぶ
ん
解
明
さ
れ

た
わ
け
で

な
く
、
今
後

の
な

り
ゆ
き
が
期
待

さ
れ

て
い
る
。
(
資
料
及
び
写
真

は
W
W
F
本
部

の
提
供

に
よ
る
)

(世
界
野
生
生
物
基
金
(W
W
F
)日
本
委
員
会
委
員
)
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